


株主の皆様には、平素より格別のご
高配を賜り厚く御礼申し上げます。
ワクチン接種の効果とともに新型コロ
ナウイルス感染拡大に歯止めがかかり、
緊急事態宣言も取り下げられるなど、
国内ではコロナの脅威は最悪の時期を
脱したものと思われます。しかし、世界的
にはいまだ数万人単位で新規感染が
広がっている国々もあり、国内外医療
関係者をはじめ、この未曾有のパンデ
ミックと日々闘っておられる方々にこの
場をお借りして心から感謝申し上げます。

2022年3月期第2四半期決算 
（累計期間）の概要

当第2四半期の営業収益は、宇宙事
業の新領域での事業が増収だったもの
の、「収益認識に関する会計基準」等の
適用の影響（注）と放送サービスの加入
者減の影響等により前年同期比で減収
となりました。また、営業利益は前年同
期比で若干の減益、親会社株主に帰属
する四半期純利益は、第1四半期に連
結子会社の解散に伴い税金費用が減少
したことにより、前年同期比増益となり

ました。
（注） 当社は2021年度から、「収益認識に関する会計基準」等を適用し、

営業収益を含め主要な経営指標等は全て当該会計基準を適用し
た後の数値となっております。

持続可能な成長への布石

当社グループを取り巻く事業環境で
すが、有料放送市場が成熟し、インター
ネット有料動画配信サービスの普及に
より、有料多チャンネル放送「スカパー！」
の加入者獲得において厳しい状況が続
いています。宇宙事業においても、成長
が期待されるモバイル向け衛星通信需
要はコロナの影響で先行き不透明感が
残り、また、世界レベルで新たな事業者
が宇宙ビジネスに巨額の投資を行い、
大規模な低軌道（LEO）衛星通信インフ
ラの構築や安価なロケットサービスを
開発するなど、当社グループは、メディ
ア・宇宙の両面で事業環境が激変する
大きなターニングポイントを迎えてい
ます。
ただし、私たちも手をこまねいている
訳ではありません。2020年に公表した
「スカパーJSATグループプラン2020＋」
のもと、中長期の基礎収益力強化に向
けた布石をひとつひとつ着実に実行し
ています。
宇宙事業においては、成長が見込ま

れる航空・船舶等のモバイル・グロー
バル需要に対してハイスループット衛星
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「スカパーJSATグループプラン2020＋」のもと、
基礎収益力の強化と持続可能な成長への布石を
着実に推し進めています。
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（HTS）Horizons 3eとJCSAT-1Cの
販促強化を継続するとともに、西太平
洋からインド洋の主要な航路をカバー
し世界最高クラスの通信速度を誇る超
高速海洋ブロードバンドサービス
「JSATMarine」の提供を開始します。
また2024年には、通信可能エリアや伝
送容量の配分を軌道上で変更し、顧客
や市場の変化に柔軟に対応するフルデ
ジタルHTS「Superbird-9」の打ち上
げを計画するなど、基盤事業の足場固
めをひとつひとつ行っています。
一方、新領域事業では、衛星画像等
の宇宙データを防災・減災等に利活用
するビジネスインテリジェンス分野で
の収益拡大を進めるとともに、日本電
信電話（株）との「宇宙統合コンピュー
ティング・ネットワーク」構想や宇宙ごみ
の除去技術開発など、サステナブルな
社会の実現にも資する取り組みにより、
将来のさらなる成長と発展を実現した
いと考えています。
メディア事業においては、有料動画
配信サービスの台頭をはじめとする市
場環境の変化へ対応するため、配信事
業を強化します。従来の提供サービス
「スカパー！オンデマンド」を刷新し、
2021年10月より、有料動画配信サービ
スの新ブランド「SPOOX」と、放送契約
者向けの無料配信「スカパー！番組配
信」、2つのサービスを立ち上げました。

「SPOOX」ではさらに番組ラインナップ
を3万タイトル以上追加し、サービスを
拡充していく予定です。また、メディア
事業の収益多角化を目的に、BtoB領
域への展開にも注力します。その一環
として、PLAY社と連携し当社放送設備
等のアセットを活用した「メディア
HUBクラウド」を開始しました。今後、
企業や官公庁向けにメディアソリュー
ション事業を積極的に推進してまいり
ます。

“Space for your Smile”の 
目指す世界へ

当社グループは創業来、通信・放送と
いう公共性の高い分野を生業とし、持続
可能な社会に役立つサービスを提供し
てまいりました。そして、このたび社会
価値と経済価値の両方を高め、持続可
能な成長を実現する「サステナビリティ
経営」のさらなる深化を目指し、2018年
から公表しているスカパーJSATグループ
ミッション「Space for your Smile」を
当社グループのサステナビリティ方針
として採用することを決めました。
「Space for your Smile」には、
人々を笑顔にすること、人々が笑顔で
いられるために、社会・地球環境・宇宙
がすべて健全であることがもっとも大
切だという私たちの強い想いが込めら

れています。こうした理念のもと、長期
的な視点に立って環境や人権などの社
会課題にも積極的に取り組んでいきた
いと考えています。

財務的安定性と 
株主還元方針について

当社は、株主の皆様への長期的かつ
総合的な利益の還元を重要な経営目
標と位置付けています。安定的な顧客
基盤に基づく既存基盤事業に加え、新
領域での積極的な事業拡大により、基
礎収益力の強化を図るとともに、財務
の安定性の確保と適切な株主還元を継
続してまいります。
配当につきましては、積極的な事業
展開に備えるための内部留保の充実を
図る一方、財政状態・配当性向等を総合
的に勘案し、安定配当を継続してまいり
ます。2021年度も1株当たりの年間配
当額は、2020年度と同様18円を予定し
ています。
また、株主還元のさらなる拡充を目
的として、2021年8月から2022年1月
末までの期間において9百万株、30億
円を上限とする自己株式取得（市場取
引）を実施しております。

株主の皆様におかれましては、引き続
きご支援賜りますようお願い申し上げます。

2022年3月期業績予想純資産／自己資本比率 1株当たり配当金

営業収益 1,220億円

営業利益 180億円

 130億円
2022年3月期の期首より適用される「収益認識に関する会計基準」等に基
づいた予想となっております。
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事業別概況

2022年3月期第2四半期の取り組み

グローバル・モバイルビジネスの拡大及び競争力の強化のため打ち上げたハイスループット衛星（従来よりも伝送容量を大幅に拡
張した衛星。以下「HTS」という。）であるJCSAT-1Cは、インドネシアエリアにおける契約獲得のほか、モバイル分野において今後さら
なる利用の拡大を見込んでおります。同じくHTSであるHorizons 3eも着実に収益を拡大しており、さらなるサービス提供の拡大に
向けて営業活動を強化してまいります。
新たな事業への取り組みとしましては、災害時の状況把握や平時の継続的な国土・インフラ監視などに有用な衛星データ解析情報

サービスの事業化を進めるため、三菱電機（株）、（株）パスコ、アジア航測（株）、日本工営（株）、一般財団法人リモート・センシング技術
センターとの間で「衛星データサービス企画（株）」を設立いたしました。2023年度からの本格サービス提供開始に向け事業検討を進
めていきます。また、衛星通信を利用した量子暗号通信網の実現に向けた研究開発に取り組み、事業領域の拡大に努めていきます。

宇宙事業
S P A C E  B U S I N E S S

　今後、持続可能な社会の実現に向け、ICTインフラ基盤として宇宙空間
の活用が重要になっており、2021年5月に、日本電信電話（株）（以下、
NTT)と業務提携し、「宇宙統合コンピューティング・ネットワーク」構想を
公表しました。これは宇宙空間で衛星画像のコンピュータ処理を迅速に
行ったり、Beyond５Gを見据えて地上と宇宙をシームレスに接続し、あら
ゆる場所で大規模災害時にも確実につながる次世代通信基盤の構築を
目指す構想です。
　グローバルなコンピューティング・ネットワーク技術を有するNTTと、
30年以上の衛星通信、衛星放送をはじめとする宇宙事業での豊富な技術・
実績を有するスカパーＪＳＡＴの連携により、宇宙統合コンピューティング・
ネットワークによるイノベーションで新たな宇宙インフラを構築し、持続可
能な社会に貢献します。

　スカパーＪＳＡＴは、静止衛星を利用する海洋通信サービスとして世界最
高クラス※の通信速度を実現する新たな海洋ブロードバンドサービス
「JSATMarine（ジェイサットマリン）」（以下、「JSATMarine」）の提供
を2022年1月より開始します。
　「JSATMarine」は、海事業界のIoT化や船員向け通信需要の高まりに
対応するため、スカパーＪＳＡＴが保有する高速大容量通信衛星（HTS: 
High Throughput Satellite）などを用いて、西太平洋からインド洋の
主要な航路において、海洋ブロードバンドサービスを提供します。さらに、
「JSATMarine」サービスでは、弊社衛星管制センターにおける衛星基地
局の運用電力に再生可能エネルギーを利用する取り組みを通じて、持続可
能な開発目標（SDGs）の達成を目指してまいります。

新たな「宇宙統合コンピューティング・ネットワーク」の構築に挑戦 超高速海洋ブロードバンドサービス「JSATMarine」を発表

※ Euroconsult調査資料: 2021 April 9th edition “PROSPECTS FOR MARITIME 
SATELLITE COMMUNICATIONS” p.33 “VSAT and MSS data price plans 
(monthly fees vs. speed) in 2020”調べ。

ご利用可能エリア

船上のDXと
Wi-Fi利用を支援

成長への取り組み

宇宙事業では、今後の事業活動として、従来型の衛星通信・国内放送利用の安定した事業継続に加え、海外、特にアジアを中核とす
る成長マーケットの衛星需要の取り込み、さらには多様な事業パートナーと積極的なコラボレーションを推進し、新規事業領域を開拓
していく計画です。
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2022年3月期第2四半期の取り組み

2021年シーズンプロ野球では、昨シーズンに引き続き「プロ野球セット」でセ・パ12球団の公式戦全試合を生放送・配信しておりまし
た。2021/2022年シーズン海外サッカー「ドイツ ブンデスリーガ」では、全試合の放送・配信にとどまらず、サッカーファンに新たな視聴
体験を提供すべく、映像とデータの統合“インタラクティブフィード”を世界で初めて実装した「ブンデスリーガLIVEアプリ」に関して10
月からのサービス開始に向けて準備を進めてまいりました。
また、光ファイバーによる地上デジタル・BSデジタル等の再送信サービスでは着実に提供エリア拡大を進めております。６月に広島
県広島市の一部エリアでサービス提供を開始するなど、2021年９月末時点で提供エリアは33都道府県にわたり、提供可能世帯数は
約3,200万世帯、契約世帯数は248万世帯に達しています。
新たな取り組みとしましては、将来的なコネクテッドTV領域における協業を目指し、2021年９月に（株）フリークアウト・ホールディン

グスに資本参加し、共同検討を開始しています。

メディア事業
M E D I A  B U S I N E S S

スタジオ・コンテンツ制作設備

ワンストップ対応 番組制作機能

映像集約・中継回線設備

　10月1日より動画配信サービス
「スカパー!オンデマンド」を、放送
サービス未契約でもご利用いた
だける「SPOOX（スプークス）」
と、スカパー!の放送サービス
ご契約者向け「 ス カ パー !番
組配信」としてリニューアルいた
しました。ネット配信が人気の
高まりをみせる中、配信サービス
を強化し、お客様の生活シーンに
合わせてシンプルで使いやすい
サービスの実現を目指します。
　「SPOOX」は、有料動画配信
サービスとして、スポーツ、音楽ラ
イブなど放送サービスの強みを活
かしたライブ配信に加え、スカパー!
ならではのオリジナル番組など、
ファンの見たいに応えるコンテン
ツを増やしていき、今後はラインナップを3万タイトル以上に拡充する予定
です。
　「スカパー!番組配信」は、スカパー!の放送サービスご契約者向けに追加
料金なしで放送番組をライブや見逃し配信でお楽しみいただけるサービス
です。お客様の利便性を高め、顧客体験向上を目指します。

　「メディアHUBクラウド」は、手間なく効率的に動画配信を実現するソ
リューションです。
　スカパー！の放送センターと、PLAY社のメディアクラウドを直結して、コ
ンテンツの制作から配信・運用まで、お客様の動画配信をトータルでサポー
トします。
　今後はメディアソリューション事業として、放送用アセットを多くの企業・
官公庁向けに提供していきます。

＜ご利用例＞
■ 配信事業者へ手軽にコンテンツ提供　　■ イベントを手軽に配信
■ 海外コンテンツの配信　　■ 独自配信サービスの立ち上げ

スカパー!の動画配信サービスがリニューアル メディアHUBクラウドによるBtoB事業の
さらなる展開（10月サービス開始）

クラウド直結 有人監視・運用

成長への取り組み

メディア事業では近年、お客様のニーズ、視聴環境が劇的に変化しています。受動的であったテレビの視聴者が
能動的になり、複数のデバイス・サービスを使い分けて楽しんでいます。そういった世の中の変化に合わせた新た
な事業領域を開拓していきます。

04



05



06




